
ＨＹ９１２

第一級アマチュア無線技士 ｢法規｣試験問題

２５問２時間

Ａ－１次に掲げる者のうち、無線局の免許を与えられないことがある者はどｵ1Ｊｳも電波法の規定に照らし、下の１から５までのうちから－つ選
べ

◎

１ｆ翻皮法に規定する罪を犯し罰金以上の刑に処せられその執行を終わった日から２年を経過しない者

２刑法に規定する罪を犯し懲役に処せられ､その執行を終わった日から２年を経過しなし渚

３無線局の運用の停止の命令を受け、その停止期間終了の日から６箇月を経過しない者

４噸皮の発射の停止の命令を受け、その停止命令の解除の日から６箇月を経過しなし渚

５無線局の免許の取消しを受け、その取消しの日から２年を経過した者

Ａ－２無線局の免許人は、その免許状に記載された住所に変更を生じたときは、どうしなければならないﾜｳ、電波法の規定に照らし、正しいも
のを下の１から４までのうちから一つ遇'、

１１０日以内に､総務大臣にその旨を届け出なければならない。

２免許状を総務大臣に提出し、訂正を受けなければならない
３免許状を訂正し、その旨を総務大臣に報告しなけｵ叫笈ならなし＄

４１箇月以内に、総務大臣にその旨を届け出なければならなし＄

A－３次の記述は､申請による指定事項の変更について､電波法の規定に沿って述べたものである。［二コ内に入れるべき字句の正しい組合
せを下の１から４までのうちから一つ選、

ｎ回の指定の変更を申請した場合において､□ と認めるときは、総務大臣は､免許人又は電波法第8条の予備免許を受けた者が
その指定を変更することができる。 Ｂ露》》一
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A－４次の記述は､ｱﾏﾁｭｱ無線局の廃止等について､電波法の規定に沿って述べたものである。□内に入れるべき字句の正しい組合
せを下の１から４までのうちから一つ選'、

①免許人は､その無線局を「ｽｰ]ときは､その旨を総務大臣に届け出なければならない。
②免許人が無線局を廃止したときは､免許は、その効力を失う。
③無線局の免許がその効力を失ったときI主免許人であった者は､回以内にその免許状を返納しなければならない。
④無線局の免許がその効力を失ったときは､免許人であった者は､遅滞なく［□を撤去しなけｵﾘｴならなし＄
⑤面に違反した者は､３０万円以下の嗣金に処する。
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A－５次の記述陸ｱﾏﾁｭｱ無線局の受信股備の条件について､電波法及び無線設備規ﾛﾘの規定に沿って述ぺたものである。［二コ内に入
れるべき字句の正しし組合せを下の1から4までのうちから一つ選～なお､同じ記号のＦ]内には､同じ字句力s入るものとする。

①受信設備は､その副ﾋﾞj《的に発する緬波又Ｉｄ商周波電iibｶﾐ総務省令で定める限度を超えて他の囚に支障を与えるものであっては
ならない

「百可の等ｕ擬似空中線回路を使用して
騨鰯欝梺l看(二

に支障を与えない限度は､受信空中線と

なけ､fuｺﾞﾋﾞならなし％②錘:ｉｆ)1藤
③そのIMLの条件として受信設備は、なるべく次に適合するものでなけｵuj6ならな１，％

（１）内部雑音が小さいこと。

（２）感度が十分であること。

（３）選択度が適正であること。

Ｑ）「Iブコが十分であること。

Ｃ

４マイクロワット
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４マイクロワット
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Ａ－６次の表の記述は､電波の型式の記号表示とその内容を示すものである。ｉ趨皮協勧62行規則の規定に照らし、その記号と内容が適合しないも

のを下の表の１から５までのうちから－つ選診、

Ａ－７１ﾂﾞ(の表は、上欄に鰯波の型式を、下欄にその電波の型式を使用するアマチュア局６i鑓|波によって通信を行うものを除く｡）の発射電波

の占有周波数帯幅の許容値を､無線設備規則の規定に沿って掲げたものである。［司内に入れるべき数値の正しい組合せを下の,から
５までのうちから一つ選、
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電波の型式

の記号

電波の型式の内容

羊ti9iﾖ當波の変調の型式 君鑑iﾖ嗜波を変隷Ｉする信号の性質 伝送情報の型式

１ Ａ１Ａ
t嵐l菌変調でi函i側波帯 デジタル信号である単一チャネルのものであっ

て変調のための屡遡a9fﾖ當波を使用しないもの

i邇信であって聴覚受

目的とするもの

信を

２ Ｃ３Ｆ
｡、再面持三二座ＲｕＬＺ引田閂ＵＴＪＷＨＳＵＶＪ アナログ信号である単一チャネルのもの テレビジョン

る｡）

0決像に限

３ Ｆ２Ｂ
角E駿鯛で周波数変調 デジタル信号である単一チャネルのものであっ

て変讃のための園Hii送波を使用するもの

g1b受信を

Ｆ￣￣
４
｢ヨ
Ｇ７Ｄ

声爾露i￣ フー:／アノ呵昌宅ﾗﾋﾟｳﾞﾜ○=｣目人－匹"ノフーヤイゾレUノｂＵ」 データ伝送、

１.趨嘱指令

遠隔測定又

５ Ｈ３Ｅ
アナログ信号である単一チャネルのもの ファクシミリ

1勤波の型式 Ａ１Ａ Ａ３Ｅ Ｊ３Ｅ Ｆ１Ｂ、Ｆ１Ｄ Ｆ２Ａ、Ｆ２Ｂ、Ｆ２Ｄ
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Ａ－８次の記述は､送信装置の周波数の安定のための条件について､無線設備規則の規定に沿って述べたものである｡、内に入れるべき
字句の正しい組合せを下の１から５までのうちから一つ選公、

①周波数をその許容偏差内に維持するため､送信装置は､できる限りｒＸ１
②移動局Ｃ移動するアマチュア局を含むも）の送信装霞は、夷漂上起こり得る

のでなければならない

によって□ものでなければならなし＄
「己可によっても周波数をその許容偏差内に維持するも

函
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影堵Fを受けない

発掴盾i波数に影響を与えない

影響を受けない

発振周波数に影響を与えない

影響を受けない

灘|蕊
電原電圧又は負荷の変化

電原電圧又は負荷の変化

外囲の温度若し<I土湿度の変化
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A－９次の記述は､ｱﾏﾁｭｱ無線局の目的外使用の禁止等について､藏波法の規定に沿って述べたものである｡[司内に入れるべき字句
の正ししり組合せを下の１から４までのうちから一つ選、

①無線局は､免許状に記戦され』た目的又は通信の相手方若しくは通信事項の範囲を超えて運用してはならなし、ただし、次に掲げる通信

については、こmilりでなし＄

（１）遭錨函信（２）緊急通信（３）安全通信（４）非常通信（５）放送の受信（６）その他総務省令で定める通信

②無線局を運用する場合においては､□、識別信号､電波の型式及び周波数は､免i汗伏に記載されたところによらなければならな
い。ただし、遭難通信については、この限りでなし＄

③無線局を運用する場合においては､空中線電力は､次に定めるところによらなけifuljﾋﾟならないただし､趣ii目菌信については、この限
りでない。

（１）免許状に記載されたものの噺l晒内であること。

（２）通信を行うためロヨのものであること。
④無線局は､免許伏に記載されたj運用許容塒１１５内でなけｵu武運用してはならなし＄ただし､ｒＥ１に掲げる通信を行う場合及ひく総務
省令で定める場合は、この限りでなし＄

⑤「5可に違反して無線局を運用した者は、１年以下の懲役又は１００万円以下の罰金に処する。
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①､②､③の(1)又にh④の規定

①ｈ②､③の(2)又は④の規定

①､②ｈ③の(1)又Iｺﾞﾛ④の規定

①Ｌ②､③の(2)又Ｉ｡④の規定
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Ａ－，次の記述I土､アマチュア局がモールス無線通信により２以上の特定の無線局を一括して呼び出そうとするとき、順次送信すぺき事項を無

線局運用規ＦＩＩの規定に沿って掴耀ものである。、内に入れるべき字句の正しい組合せを下の'から5までのうちから一つ遇、

□個囚垣

①相手局の呼出符号

②ＤＥ

③自局の呼出符号

④Ｋ

ＡＢ

それぞれ３回以下３回

それそ汁L３回以下２回以下

それぞれ２回以下３回以下

それぞれ２回以下１回

そｵ1ﾉぞれ１回１回

１
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３
４
５
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Ａ－１１無線局は、無綴W幾器の試験又Ｉま認罐1のため電波の発射を必要とするときは、電波を発射する前にどうしなければならないﾜｳも無線局運用

規則の規定に照らし、正しいものを下の１から５までのうちから－つ選べ。

１擬似空中線回路を使用して発射しようとする電波の質をあらかじめ確かめておかなければならなし､

２発射しようとする電波の空中線電力力殿も適当な値となるように送信機の出力を調整しなければならない。

３発射しようとする電波の周波数をあらかじめiml定しておかなければならなし＄

４自局の発射しようとする電波の周波数及びその他J必要と認める周波数によって聡U守し、他の無線局の通信に混信を与えないことを確か

めなければならなし＄

５自局の発射しようとする趣波の周波数に隣接する周波数において他の無線局が重要な通信を行っていないことを確かめなければなら

ない

A－１２次の記述は､無線通信を妨害した者に対する嗣則について､電皮法の規定に沿って述べたものである｡[ﾆﾆｺ内に入れるぺき字句の正
しい組合せを下の１から４までのうちから一つ週/、

①電気通信業務又はｒＸ１の業務の用に供する無線局の無線設備又は人命若しく化j鉗産の保護「訂、気象業務､□若し<
１ｺb鉄迅調3業に係る列車の運行の業務の用に供する無線設備を損壊し、又はこｵLに物品を接触し、その他その無繍設備の機能に障害を与え

て無線通信を妨害した者は、５年以下の懲役又は２５０万円以下の罰金に処する。

②①の未遂罪I土罰する。Ｂ》“》》

》》畷》Ａ

放送

放送

宇宙無線通信

宇宙無線通信
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A-13次の記述は､電波の発射の停止について､電波法の規定に沿って述べたものである。亡コ内に入れるべき字句の正しい組合せを下の
’から4までのうちから一つ選,、なお､同じ記号の、内には､同じ字句が入るものとする。

①総務大臣は､無隷局の発射するrX7が総務省令で定めるものに適合していないと認めるときは､当該無線局に対して「百可電波
の発射の停止を命ずることができる。

②総務大臣は､①の命令を受けた無線局からその発射するｒＸ１が総務省令の定めるものに適合するに至った旨の申出を受けたときは、
その無線局にf画波を試験ji0に発射させなければならない。

③総務大臣I土②の規定により発射する囚が総務省令ごfi二1りるものに適合しているときは､直ちにｒＥ１しなけ"雄らない。
④①により電波の発射を停止された無線局を運用した者は､□又は'００万円以下の罰金に処『する。
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Ａ－１４アマチュア無線局の免許人が鰯皮法､放送法若しくはこれらの法律に基づく命令又はこれらに基づく処分に違反したときは､総務大臣か

らどのような処分を受けることがある力、麺波法の規定に照らし、下の１から５までのうちから－つ選べ。
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期間を定めて行われる周波数の制限の処分
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A－１５次の記述は､無線従事者の免許の取消し等について､電波法の規定に沿って述べたものである｡□内に入れるぺき字句の正ｕ組
合せを下の１から４までのうちから一つ選べ。

｢、以内の期間を定めてその回するこ総務大臣は､無線従事者力軟のいずHLかに該当するときは､その免許を取り消し、又は

とができる。

①この法律若しくはこの法律に基づく命令又はこれらに基づく処分に違反したとき。

②不正な手段により免許を受けたとき。

③「E可に欠陥があって無線従事者たるに適しない者に骸当するに至ったとき。

鍵
》

』》》》

Ｃ

著しく心身

身体

身体

著しく心身

月
月
月
月

箇
箇
箇
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６
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３
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Ａ－１６次の記述は､社団（公益法人を除く｡）であるアマチュア局の免許人が行わなけ刺玉ならなし率項について、ｉ迩皮法施行親則の規定に沿

って述べたものである｡「司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の'から5までのうちから一つ遇､

免許人は､その□及び；理事に関し□ときは､□総合通信局長
なし＄

を含tfb）に届け出なければなら

Ｃ

直ちに

遅滞なく

あらかじめ

遅滞なく

あらかじめ

Ｂ

変酉庖があった

変更があった

変更しようとする

変更があった

変更しようとする

Ａ儘罷罹露錘
１
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A-17次の記述は､電気通信の秘密に関する鴎:電気通信連合憲章の規定について述べたものである。［司内に入れるべき字句を下の1か
ら４までのうちから一つ遇,、

構成国は､国’1麺信の秘密を確保；するため､[二コをとることを約束する。

１使用される無線通信のシステムを改善する槽歴

２技術開発の状況が許司-I限り、技術的に可能な措置

３使用される電気通信のシステムに適合するすべての可能な措慨

４電波の監視の強化等無線通信の秒J1Fの維持に必要な措価

Ａ－１８次に掲げる周波数帯のうち、国際電気通信連合憲章に規定する無線通信規則の周波数分配表において、アマチュア業務に分配されている

周波数帯を下の１から５までのうちから一つ選'、

１
２
３
４
５

１４，３５０ｋＨｚ～１４，４５０ｋＨｚ

１８，１６８ｋＨｚ～１８，２６８ｋＨｚ

１８，２６８ｋＨｚ～１８，６１８ｋＨｚ

２１，０００ｋＨｚ～２１，４５０ｋＨｚ

２１，４５０ｋＨｚ～２１，８５０ｋＨｚ
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A－１９次の記述は､｢有害な混信｣の定義について､国際篭気通信連合憲章の規定に沿って述べたものである。、内に入れるべき字句の
正しい組合せを下の1から4までのうちから一つ選'、なお､同じ記号の、内には､同じ字句が入るものとする。

纏蝋喪i鰯譜欝F吾已豈霊j:馬､;:叉騨…纒鳳!'に緯て行う蕊…醤……
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Ａ－２０次の記述は､縢i購凋波数報時業務｣の定義について､国際電気通信連合憲章に規定する無線通信規則の規定に沿って述べたものである。

、内に入れるべき字句の正しい組合せを下の'から5までのうちから一つ選'、

「標遁周波数報時業務｣とは､「7[可のため､公表された高い糖度の「百丁周波数､報時信号又はこれらの双方の発射を行う
「田その他の目的のための無線通信業務をいう。

Ｂ
雛
騨
薙
雛
艤

》
》
》
読
鋪

Ｃ
轤
議
辮
饒
艀

Ａ周辮１２
３
４
５

B－１次の記述は､ｱﾏﾁｭｱ無線局の免許内容の変更等の許可及び変更検査について､電波法の規定に沿って述べたものである｡[司内
に入れるべき適切な字句を下の１から１０までのうちからそｵ1ぞれ－つ選べ

①免許人は､国、通信事項若し<'ｺﾞ無線設備の股腫場所を変更し、又は無線設備の変更の工事をしようとするときは､あらかじめ
総務大臣の許可を受けなけｵLばならなし、ただし、無線設備の変更の工事であって総務省令で定める軽微な事項については、この限りで

なし＄

②①のただし書の事項について無線設備の変更の工蛎をしたときは、遅滞なくその旨を総務大臣に届け出なけｵ'ばならなし＄

③①の変更は「ﾌ、に変更を来ずものであってはならず韓かつ､第7条第１項第１号の技術基準に合致するものでなければならない
④①の規定により無線設備の設in場所の変更又は無線設備の変更の工事の許可を受けた免許人は､総務大臣の検査を受け、当認護更又は

工事の結果が□に適合していると認められた後でなければ､［三コしてはならなし＄ただし､総務省令で定める場合は､この限
りでない

⑤④の検査は､④の検査を受けようとする者が、当該検査を受けようとする無線設備について登録点検事業者(注'）又は登録外国点検

頚業者(注2)が総務省令で定めるところにより行った当該登録jこ係る点検の結果を記載した蕾類を総務大臣に提出した場合においては、

そのＦ孑可を省略することができる。
注’登録点検事業者とI土飽波法第２４条の２（点検蕊業者の笠j副第１項の､f録を受けた者をいう。

２登録外国点検9J業者とは、魎波法第２４条の１３（ﾀH罰点検事薬者U>登録等）第１項のIf録を受けた者をいう。

１通信方式２周波数､電波の型式又は空中線電力３①の許可の内容４全部５電波を発射

６許可に係る無線設備を運用７－部８通信の相手方９電波の型式及び周波数１０第３章に定める技術基準

B－２次の記述は幅波数の許容偏差｣の定義について､電波法施行規則の規定に沿って述べたものである。、内に入れるべき適切な
字句を下の'から'０までのうちからそｵ'それ一つ遇、なお､同じ記号の[司内には､同じ字句が入るものとする。

苣雪`；ii;鰯iihji豊i:鐵芒菫１１;鰯iW;,!;三二１２鱒E吾1,ji鱒RfY騨衾iifﾐﾂ蚕護
れ

４占有

９基準

麩
議
３
８

５同浪

１０最小

輕
鐘
２
７１割当

６特性
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B－３次に掲げる記述のうち､無線局運用規則の規定に照らし､無線電信通信に使用するＱ符号とその意義との組合せが対応しているものを１，

対応していないものを２として解答せよ。

Ｑ符号

ＱＲＫ？

ＱＲＰ？

ＱＲＵ？

ＱＲＺ？

ＱＴＨ？

意義

こちらの伝送は、混信を受けています力も

こちらは、送信機の電力を増加しましょう力も

そちらは、こちらへ伝送するものがあります力も

そちらは、通信中ですﾗｳも

緯度及び経度で示す（又は他の表示による｡）そちらの位匝は､何です力＄

ア
イ
ウ
エ
オ

B－４次に掲げる記述のうち、無線従事者規則の規定に照らし、無線従事者免許証を返納しなけｵu王ならない場合に該当するものを１，該当し
ないものを２として解答せよ。

ア無線従事者がその免許取得後、５年を経過したとき。

イ無線従事者が無線設備の操作を５年以上行わなかったとき。

ウ無線従事者がその免許を取り消されたとき。

エ無線従事者が失そうの宣告を受けたとき。

オ無線従事者が日本、国籍を失ったとき。

次の記述は､無線局からの混信について､国際電気通信連合憲章に規定する無線通信規則の規定に沿って述ぺたものである｡[司内
に入れるぺき適切な字句を下の１から１０までのうちからそｵじぞｵ1戸つ選弁、

Ｂ－５

①すべての局は､不要な伝送.過剰な信号の伝送|~ﾃ１，識ＢＩ法示のない信号の伝送を禁止する億19条(局の識l31Dに定める例
外を除く｡)。

②送信局は､「ﾗ、を満足に行うため必要な「ﾗｰlでiii射する。
③混信を避けるために

な場合には、受信局の位髄は、特に注意して選定しなけｵﾘｴならない(1)送信局

(2)不要なｺﾞ祠への籟射又は不要な方向からの受信は、
にしなければならなしも

｡±「三]のＦ孑丁をできる限り利用して､昂M、

４電波仁殿

９指向性のアンテナ

５業務

１０十分な電力

１暗語又IYjjll5語による伝送２１;Ｍ､限のi遭力

６虚偽の又は紛らわしい信号の伝送７利点

CHY912･の



平成１９年１２月期

第一級アマチュア無線技士「法規」合格基準及び正答

１試験問題ＨＹ９１２（２５問２時間）

２合格基準

満点及び合格点満点１２５点合格点８７点

配点内訳Ａ問題２０問１００点（１問５点）

Ｂ問題５問２５点（１問５点、ただし、

３正答

Ａ問題（配点各５点）

小設問各１点）

Ｂ問題（配点各１点）

『二二二『二二
。ⅢⅢ■回■■皿・・団

ア
イ
ウ
エ
オ
ア
イ

問題 正答 問題 正答

Ａ－１ １ Ａ－１１ ４

Ａ－２ ２ Ａ－１２ １

Ａ－３ ３ Ａ－１３ １

Ａ－４ ４ Ａ－１４ ５

Ａ－５ ３ Ａ－１５ ４

Ａ－６ ５ Ａ－１６ ５

Ａ－７ ２ Ａ－１７ ３

Ａ－８ ２ Ａ－１８ ４

Ａ－９ １ Ａ－１９ １

Ａ－１０ ３ Ａ－２０ ５

問題 正答 問題 正答

Ｂ－１

ア

イ

ウ

コニ

オ

８

２

３

６

７

Ｂ－４

ア

イ

ウ

コニ

オ

２

２

１

１

２

Ｂ－２

ア

イ

ウ

ﾆニ

オ

２

１

３

６

９

Ｂ－５

ア

イ

ウ

コニ

オ

６

５

２

９

７

ア ２

イ ２

ウ １

二二 ２

オ １


